






共通の基盤

文化と人間と信仰

における会話や慰めが、説教や聖礼典と同じよ

うに、神の恵みを伝える手段にもなるのです。

同じ信仰にない人々でも、すべて神さまが造

り、愛しておられる人間にほかなりません。そ

の人たちが自分で意識 していなくても、それぞ

れの形で神さまとの関係をもっています。それ

が正しいものになるように望みますが、たとえ

今はそうでないように私たちの目には見えてい

ても、お互い共通の基盤に上に立っているので

す。神さまの喜んでくださる人間社会をつくっ

てゆくように、一緒に努めてゆくことが必要で

す。

私たちが知っているキリスト教の中には、信

仰は同じでも、それを伝えた人々の母国の文化

の影響が認められる側面があります。アメリカ

の教会とその具体的な習慣の中には、ヨーロッ

パの場合と比べてみると、違うところもあるの

です。長い独自の文化の伝統をもっているわが

国の場合、キリスト教的な考えとは何かを見分

け、私たちの中でたしかに信仰が生きるように

努めなくてはなりません。文化的な装いに違い

があっても、人間は人間ですし、その人間に向

かって、神さまは働きかけてくださいます。私

たちは私たちの心をもって、みことばを聞いて

ゆきます。そしてこの世のことは、私たちが神

の民として歩む旅路における、一時的な材料で

しかありません。それにとらわれてしまうので

なく、自分の信仰のかてになり、人々のために

なるように有効に用い、目標を目指 してひたす

ら進む姿勢を保ってゆきましょう。
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*信仰に生きる日常の
中で、自分にとっての

課題になることは何で

しょうか。



四 職業を通しての奉仕

わたしたちは主イエス・キリストに結ばれた者として命じ、勧めま

す。自分で得たパンを食べるように、落ち着いて仕事をしなさい。そ

して、兄弟たち、あなたがたは、たゆまず善いことをしなさい。

(テサロニケ 3:12～ 13)

神によって定められたすべての身分は、・・神の戒めとみことば、命

令に従ってそれぞれの召しを成就するものである。

(ア ウグスブルク信仰告白27条 )

神の召しと職業 私たちはどのような立場にあっても、それぞ

れ神の救いに与かるようにと召されています。

しかしそれは、この世のさまざまな関係を捨て

て、ひたすら祈りと礼拝に没頭するような生活

に入ることを意味するのではありません。むし

ろこの世における自分の立場や、関係、従事す

る仕事も、私たちが神さまへの信仰をもって生

き、隣人に仕えてゆく現場であるのです。職業

はただ食べてゆくことができ、家族の生活を支

えるためだけでなく、人々のために尽くす働き

場として考えてゆかなくてはなりません。また

直接収入を得るわけではなくても、職について

いる人を支え家族の面倒を見る家事や育児も、

同じように大切な働きの場です。

与えられること

選択すること

しかし、神さまの召しだからと言って、一度

ついた自分の職業は、もう動かすことのできな

い、確定したものというのではありません。自

分のしたい気持ちと、適性、能力によって、ま

た人々が必要としていることによって、何を自

分の仕事としてゆくのかを考えます。自分の意

志に反して、道がふさがれている場合もありま
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信仰にふさわしく

信仰の証じとして

す。しかし、その中で自分の使命を見つけてゆ

くようになるかもしれません。自分の都合でな

くても職を失ったり、定年になったりして、新

しい職を見つけなくてはならない場合もありま

す。職業の種類や職場を固定化して考えるので

なく、どういう立場にいても、そこで神さまの

召しにこたえて、神と人とに仕えてゆく働きを

してゆかなくてはならないのです。

もちろん、なかなか自分の意にかなった仕事

が見つけられないからといって、いつまでも自

分の仕事に安住できず、都合が悪くなったらす

ぐ投げ出してしまうのも困ります。逃げの姿勢

を取ろうとする人は、どこにいっても落ちつか

ないという結果になりがちです。むしろ、いつ

でも与えられた場所に、それを通して仕える大

事な意味を見つけて、積極的に取り組んでゆく

必要があります。職業に貴賤はなくても、現代

の職業の中には、日先の利益のみを考えて、ほ

んとうに人々の役に立っているかどうか、よく

検討しなくてはならないような仕事もないわけ

ではありません。その意味では、それによって

自分も成長してゆき、人々のためになる仕事に

従事することを目指してゆくことが必要です。

給料を得るための仕事をするのは、単に生活

のためであって、自分のしたいことをするため

の手段に過ぎないと考える人もいます。たしか

に、ただ仕事に忠実で、働きバチのようにひた

すら仕事をしてゆくことだけを目的にするので

はなく、自分の人生の意味や目的をもっている

ことは大切です。しかし、仕事をする中でもよ
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人間回復への努力

*自分自身の働きの意
味や課題について考え

てみましょう。

い働きをして、信仰の証 しとなることを忘れて

はなりません。ほんの生活のためと考えること

によって、たずさわっている仕事そのものや、

仲間の働き人を軽視する結果になってはなりま

せん。むしろ忠実な働き手であることによって

人々から信頼され、その働きの原動力である信

仰を認められるようになりたいものです。

けれども現代の仕事は、細分化していて、全

体の中での意味が見えにくくなったり、機械的

な反復の中で歯車の一つのようになってしまっ

たりすることもあります。また、よかれと思っ

てしている働きが、見方を変えると公害のもと

になっていたり、ほかの人たちの生活をおびや

かす結果になっていることも、決してまれでは

ありません。むしろそれが現代の悩みとも言え

るでしょう。それだけに、ただ狭い範囲でこと

を見るのでなく、広い展望をもってゆくように

努力しなくてはなりません。そして人間全部が

よりよい生活と働きをもってゆける世界を目指

してゆきたいものです。といっても、グローバ

ルな視野の中では、あまりにも多くの課題があ

ります。しかし、まず自分ができることをしっ

かり果してゆくことが必要でしょう。そして社

会の中での自分の仕事の意味を考えて、よい仕

事をしてゆくだけでなく、自分の人生の中で、

それがどんな意義を持つかを省みる必要があり

ます。働き人たちが、それぞれ人間らしい生き

方を保ってゆけるように、労働の条件について

も心を配ってゆく必要があります。職業も神さ

まの召しであれば、神さまのみ旨にふさわしい

あり方が求められるのですから。
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固 市民としての責任

ひたすらキリストの福音にふさわしい生活を送りなさい。

(フ ィリピ1:27)

福音はこの世の支配、国の秩序、結婚生活を否認するのでなく、こ

れらすべてが神のまことの秩序として保たれ、またそれぞれの者が召

されたところに従い、それぞれの立場において、キリスト者の愛と正

しいよい行ないを示すことを欲するのである。

(ア ウグスブルク信仰告白16条 )

この世に生きる

言行録 16:21,フ ィリ
ピ3:20参照

フィリピの町はローマの植民地で、ローマか

ら遠 く離れていたにもかかわらず、その住民は

ローマの市民としての誇 りと特権を持っていま

した。それと同じように、天に本国をもつ信仰

者は、み国の民としてふさわしい生活を地上で

もすることが期待されています。フィリピの信

徒への手紙にパウロが書いている福音にふさわ

しい「生活」(1:27)は、市民生活という意味に

もとれる言葉です。私たちはこの世の中で、ひ

とりで生きているのでなく、市民としての共同

の生活を送 ります。その市民生活にも、キリス

トを信 じる者にふさわしいあり方が求められて

います。信仰をもったからといって、この世の

生活から切 り離された生き方をするのではない

し、反対にただこの世のことはこの世のやり方

ですればよいというのでもありません。かえっ

てこの世の生活の中に、神のみ心を実現 してゆ

くように努めなくてはならないのです。福音を

伝えることはもちろん第一のことですが、神さ

まはまた、人々がこの世で秩序正 しく平和に暮

らしてゆけることを望んでおられます。
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委ねられた務め

預言者的な見張り

地上のすべての権威の背後には、神の正義の

意志があります。それは、具体的な権威をもっ

ている人々の仕方をそのまま肯定するというの

ではなく、むしろ神の意志によって正しく行な

われているかどうか、つねに検討しなくてはな

らないという意味です。しかも民主的な現代に

あって、責任をもつ人々のあり方は、人々の監

視のもとにあるはずです。この世のことは悪の

力の領域で、信仰とは無縁だというのではあり

ません。たしかに、ともすればこの世の支配は

悪魔的になりかねません。しかしだからといっ

て、信仰者はこの世から足を洗うというのでは

ありません。責任ある立場にいる人が、神さま

から委ねられている務めを、正義と愛の心をも

って果たすように努め、一般の人々もそれを助

け、見張ってゆくことが求められています。

旧約の預言者たちは、ただ魂の問題を警告 し

ただけでなく、たいへん政治的な働きをもしま

した。政治の働きを受け持つ人々に対して、神

さまのみ旨からの批判と見張 りの役目を果 した

のです。 しかも、そのような働きは専門の知識

がある人がすればよいとか、そういう人でなけ

ればできないというのではありません。戦争の

時、矢内原忠雄は東大の職を追われる原因の一

つとなった「国家の理想」 という文章の中で、

素人にはわからないという逃げ口上を厳 しく戒

め、預言者イザヤの言葉を引いて、当時の国政

を批判 しました。選挙の時に一票を投じること

はもちろんですが、それだけで役目を果たした

というわけではありません。 もちろん政治上の

あらゆる問題に首を突っ込む必要はないし、ま
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正義を洪水のように

*私たちに身近かな市
民的責任の中にはどう
いうことがあるのでし
ょうか。

たできもしないでしょうが、預言者の場合と同

じように、神のみ旨を示すことが政治的な意味

をもってくることを恐れることはありません。

この世の生活において最も基本的なことは、

神が求められる正義をどのように実現するかと

いうことです。個人的な関係の中では、愛が直

接的な形で表現されることもできます。しかし

社会的な広がりの中では、愛の働きが多くの人

に及んでゆくために法律が定められることも必

要になります。逆に法の基本は正義であり、そ

の目標は愛の実現でなければなりません。その

ような意味で、正義への感覚を鋭くしてゆくこ

とが必要です。集団の中に生きるとき、個人的

な利益だけを考えるのでなく、全体の益をも考

えなくてはなりません。

それはただ直接自分の属する国や社会だけで

なくて、全人類、全世界のことに目を向けてゆ

くようにさせます。物のあり余っている豊かな

国もあれば、餓死する人の絶えない国もありま

す。人種や民族によって、差別のひどいところ

もあります。宗教的な力が政治を権威付けて、

批判を許さないというような形になる場合もあ

ります。個人の平穏な生活というだけでなく、

いろいろな側面に神経を働かせてゆくことが求

められます。もちろん何もかもひとりでするこ

とはできませんが、与えられた立場でできるこ

とがあるに違いありません。人の力だけで理想

的な社会を実現することはできないとはいえ、

少しでも神さまのみ心に添った世界が実現する

ように、広い視野をもって努めましょう。
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因 みことばを伝え、隣人に仕える

あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼ら

に父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、あながたに命じておいたこ

とをすべて守るように教えなさい。       (マ タイ28:19,20)

われわれはできるかぎりすべての人に親切をつくし、援助を与え、

その益を増進すべきであり、しかもそれをただ神のために、神を喜ば

せるためにのみ、そして神がいっさいを豊かに補われることを信頼し

て行なうべきである。          (ル ター・大教理問答書)

派遣された弟子たち 主イエスは、その伝道の生涯の中でも、また

ことに復活ののちに、弟子たちを人々の中に遣

わされ
もレ
た。(れは神の国の福音を伝え、人

びとの患 いを癒すためで した。換百すると、

伝道と奉仕のためということができます。最初

の弟子たちは、十分な訓練を受けたのちに遣わ

されたわけではありませんでしたし、自分たち

の力により頼むことができたのでもありませ

ん。主が与えてくださった力のほかは何も持っ

てはいませんで した。 もちろん働きによって

は、そのための訓練も必要になりますが、信仰

者はだれでも同じように遣わされています。みこ

とばを証 しし、隣人のために仕えてゆくのです。

信仰の姿を示す 礼拝に毎週出席すること自体が、大切な証し

でもありますが、それぞれに伝道の働きが、も

う一歩進めてできないかを考えてゆきたいもの

です。私たちが出会う人々に、時間をかけても

信仰を伝えるように努めましょう。自分でよく

話することができなくても、「来て、見なさい」

と教会の交わりに連れてくることはできます。

教会に来た人々への配慮は、その教会に対する
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フィリピ3:12参照

隣人となる

ルカ10:30-37参 照

愛の実現へ

印象になります。教会のさまざまな仕事への奉

仕も、日立たなくても大切です。そして最も大

事なことは、自分自身の信仰の態度だと言えま

す。パウロがそうであったように、いつでも主

イエスヘの信頼をもって、何とかして捕らえよ

うと努めている姿は、それこそが他の人々に訴

える力をもっています。

私たちの愛の行為は、個人的に働 くのであれ

ば、どんなに頑張っても限界があります。しか

し社会のみんなの力で、多くの人々が恩恵を受

けることができるようにすることはできます。

差し当たって困っている人に手を延ばすのは、

l7t)

みことばを伝えるだけでなく、人々への愛の

行為は、神による平和を具体化し、ひいては信

仰を証しすることになります。よいサマリア人

の警えを語 られた主は、「だれが追いはぎに襲

われた人の隣人になったと思うか」と尋ねられ

ました。ユダヤ人たちは、サマリア人を民族的

にも信仰的にも不純な人々として軽蔑し、敵視

していました。しかし内的に純粋であろうとし

た人々ではなく、むしろサマリア人の方が適切

な助けを与え、模範となる話を、主はなさいま

した。このサマリア人は、追いはぎに襲われた

人が自分に関係ある者だったからではなく、自

分の方から困っている彼に近づいて助けを与え

たのです。主イエスを信じる人は、善い行いで

神に近づ くことを考える必要はありませんが、

逆に仕えるためにやって来られた主を自分に迎

えて、今度は隣人の必要を中心として仕えるよ

うに考えることができるようにされます。



与えられた使命

*差 し当たり自分でも
できる伝道や奉仕のわ
ざにどんなことがある

でしょうか。

まずしなくてはならないことですが、同時に助

けの必要な隣人は特定の個人だけではないこと

も考えなくてはなりません。困難の中にある人

を助けるだけでなく、問題の起こらないような

環境をつくり、社会全体がよくなってゆくよう

に考えることも必要です。個人的にいくらかの

助けをして、よいことをしたと、自分だけで満

足していてはならないし、限られた人に限られ

た助けを与えるだけでも十分ではありません。

さまざまな角度から、困っている人々を助ける

ためには、いろいろな専門家や組織も必要とな

ります。個人的な関わりの中だけではなくて、

広く社会的に考えてゆくことが求められます。

そして自分もまた人から仕えられ、助けられる

ことを、謙虚に感謝して受けてゆくことにもな

ります。みことばを伝えることと共に、愛のわ

ざが、社会に、また国境を越えて、ひろく人々

の中に進められてゆかなくてはなりません。

信仰をもって、神さまとの交わりに入れられ

た人には、喜びだけでなく大きな使命が与えら

れています。わが国に伝道が始められた時、多

くの海外から来た宣教師たちは、福音を伝える

と共に、さまざまな社会事業を起こして、人々

のために尽くしました。その伝統を継いで、私

たちもできる働きをしてゆきます。福音のこと

ばは、自分にとって一番大切なことですが、し

かしそれを自分のところで止めないで、さらに

溢れさせてゆかなくてはなりません。そして信

仰は、隣人への愛によって生活の中で具体化さ

れますし、人間の一番深い求めは福音信仰によ

って満たされるのです。
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(付き)聖 書の諸文書

あなたたちは聖書の中に永遠の生命があると考えて、聖書を研究し

ている。ところが、聖書はわたしについて証しをするものだ。

(ヨ ハネ 5:39)

聖書に収められた文書の名とその内容を簡単に紹介しておきます。

聖書の中での順序は、それらのものが書かれた順序によっているので

も、内容の時代順というわけでもありません。信仰の目によって見ら

れ、内容によって整えられた順序です。 1日約、新約の名称は、神さま

に与えられた旧い契約、新しい契約の意味です。旧い契約はイスラエ

ルに与えられた救いの約束ですが、具体的にはノアに与えられた約束

(創世9章 )、 アブラハムとの契約 (創世17章 )、 シナイ山でのモーセに

与えられた契約 (出エジプト20章、申命 5章 )、 グビデに対する契約
(サムエル下7章)な どがあります。全体として救い主が与えられる約
束と言ってもよいでしょう。そして新しい契約はイエス。キリストに

おいて与えられました。直接その言葉があるのはルカ22:20を初めと

する箇所ですが、主イエスによって与えられたすべての信仰者に対す

る救いの約束ということができます。1日約聖書はユダヤ人の聖書に基
づいていて、その順序はユダヤ教の正典が定められる以前にあった70

人訳のギリシャ語聖書の影響を受けて、教会の中で伝統的に扱われて

きた順序です。以下においてもそれに従って、ユダヤ人の正典のグ
ループわけでなく、便宜的にわけてあります。プロテスタントの諸教

会では、39巻の旧約聖書と27巻の新約聖書が聖書の中に含められてい

ます。新約聖書は、主イエスを証しし、伝えた初代教会の文書です。
それぞれの書は、一巻の聖書にまとめられることを意図して書かれた

ものではなく、それぞれの時代に書き記されたもので、その年代や書
いた人の名も必ずしも確かではありません。しかし全体として、聖霊
の導きによって書かれ、保たれ、キリスト者の信仰と生活の規範にな

るものとして、教会の正典と定められています。
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旧約聖書 (39巻 )

1.五 書  モーセによって書かれたと伝えられましたが、むしろ
モーセを中心とする一連の書といえます。「律法」ともよばれていま

すが、創世記や族長の物語、イスラエルの古い歴史を含んでいて、単

なる律法集ではありません。それらの物語を通して、神のみ前に歩む

道が示されています。

創世記  天地の創造から人の堕落、ノアの洪水、バベルの塔の物語
に続いて、アブラハムを初めとする族長たちの物語が含ま

れ、イスラエルが神の約束の地に至りながら、エジプトに住

むようになった次第が語られています。

出エジプト記  モーセが神の召しを受け、イスラエルの民を率いて
エジプトから脱出し、シナイ山で神の契約と「十戒」を受け

たこと、それと共に当時のイスラエルに与えられた多くの戒

めがじるされています。

レビ記  レビ族はイスラエルの中で祭司の役割を果たした部族で
す。この書は彼らの役目であった礼拝と祭司職に関する細か

な規定がしるされています。

民数記  出エジプトの後、荒れ野を旅するイスラエルの民の人口調
査が記されていることから、民数記の名があります。荒れ野

での出来事といろいろな律法がしるされています。

申命記  「申命」は神の戒めを繰り返して述べるというほどの意味
です。荒れ野の旅を導いたモーセが約束の地を眺めつつこの

世を去る前に残した決別の説教の形で、たくさんの律法がま

とめられています。

2.歴史書  モーセなきあと、ヨシュアによって導かれたイスラエ
ルの民が、約束の地カナンに入りますが、その歴史が進展すると共に、

信仰的には次第に下降線をたどります。ついにはイスラエル民族が建

設した王国は滅ぼされ、アッシリア、ついでバビロニアの捕虜となり

ます。その中で信仰的集団としてのイスラエルの団結が目指され、結

果的には救い主への備えがなされます。その歴史が12の書物になって
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いますが、その中でルツ記とエステル書は歴史的な「物語」と見られ

ます。

∃シュア記  ヨシュアを指導者とするイスラエルの民が、40年の荒
れ野の旅を終えてカナンに侵入し、その地を割り振って住み

着くようになる次第と、ヨシュアの民に対する勧めが記され

ます。

士師記  ヨシュアの後、信仰あつい12人の士師 (さ ばき人)たちが、
次々にイスラエルの指導者の役目を果たしてゆく時代の出来

事の記事です。

ルツ記  士師時代を舞台とする女性ルツの短い信仰的物語。
サムエル記上下  士師の時代が終わって、イスラエルが王国として

形を整える事情が描かれます。サウルに続いてダビデが王と

なり、国を盛んにしますが、ダビデの個人生活は信仰的であ

ると同時に、家庭的に弱点をもっていて、問題の種となりま

す。

列王記上下  ダビデの後継者ソロモンによって、イスラエルは繁栄
歴代誌上下  を極めますが、それも長続きせず、やがてイスラエル

とユダの南北二王国に分かれて争い、さらにいずれも外敵ア

ッシリアとバビロニアのために滅亡するまでのことが記され

ています。エリヤ、エリシャ、イザヤらの預言者の活躍、ヨ

シア王の宗教改革の出来事もこの時期のことです。ペルシャ

王キュロスはバビロニアを滅ぼし、バビロニアに捕囚となっ

ていたイスラエルの民は故国に帰ることを許されます。

エズラ記  捕囚の民が故国に帰還する次第と、神殿を再興してエル
サレムをもう一度聖なる都とするための処置とざんげが書か

れています。ネヘミヤ記エズラ記に書かれた出来事の後、ネ

ヘミヤがエルサレムに石垣を築き、エズラが神殿のために新

しい規定と律法を公布したことが記されます。

エステル記  ペルシャにいた離散のユダヤ人の危機を、一人の女性
が救った物語。ルッ記と共に、一連の歴史とは少し異なる物

語で、共に女性を主人公としています。捕囚から帰還したの
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ちの時代が背景になっています。

3.詩 歌  ヘブル語聖書で「諸書」の中に入れられている詩や格言
集などで、イスラエルの信仰の具体的な生活への反映でもあります。

ヨブ記  苦難の中にあって、なぜ自分をこのような目に合わせられ
るのかと、神に問うヨブが、神と人との人格的交わりにおい

て結論を見いだす信仰的な劇詩。

詩 編  神殿における讃美歌、個人的な嘆きや願い、感謝の歌など、
イスラエルの民の信仰の詩集です。「律法」がモーセに帰せ

られているように、詩の多くがダビデのものとされていま

す。

蔵 言  ペルシャ時代の後、ギリシャの勢力が盛んになる頃から、
その影響のもとで編集された格言集です。「生活の智恵」的
なものが集められていますが、その根本に神への信仰があり
ます。

コヘレトの言葉  蔵言などと共に、智恵文学とよばれる部類に属し
ます。実生活に対する無常観や懐疑が吐露されて、伝統的な

信仰を問いなおそうとしていますが、基本には神への信頼が

あります。「コヘレト」は集会の招集者あるいは集会の中で

語る者を意味し、以前は「伝道の書」と呼ばれていました。
雅 歌   もともとはコヘレトの言葉と対照的な恋愛の歌。しかし

単に恋愛を謳歌するものとしてではなく、神と人との交わり

を歌ったものとして受け取られています。

4.預言書  ソロモン王時代に頂点に達したイスラエルの栄華が衰
退し、国の独立が失われたころ、本来の神信仰に帰るように説いた預

言者たちが現れました。神はそのみことばを彼らに託し、民に悔い改
めを説かせ、救いの約束を与えられました。列王記にはエリヤ、エリ
シャらの活動が記され、ヘブル語聖書ではヨシュア、士師、サムエル、

列王が「前の預言者」とよばれています。文書の残っている預言者と

してイザヤ、エレミヤ、エゼキエルは、分量的にも内容的にも大預言
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者とよばれますが、時代的には、アモス、ホセアらの方が彼らより先

になります。哀歌とダニエル書は預言書と少し性格が違いますが、ふ

つうその中に含めて数えられます。

イザヤ書  預言者イザヤは紀元前 8世紀に活躍しましたが、イザヤ
書はイザヤー人の筆によるのではなく、40章以下は背景の時

代も違うと認められています。神の民に対する叱責と慰め、

ことに40章以下は主のしもべによる解放と救いの希望が告げ

られています。

エレミヤ書  エレミヤは紀元前 7世紀に、南王朝滅亡の危機に際し
て、神への信頼と服従を語りました。深い個人的な信仰を表

しています。

哀 歌   滅ぼされたエルサレムの廃墟での悲しみの歌。
エゼキエル書  エレミヤの後、バビロニア捕囚時代の預言者エゼキ

エルの民に対する警告と慰めで、祖国復興の希望を説いてい

ます。

ダニエル書  物語と幻の部分からなり、「人の子」のような者がとこ
しえに支配するためにやってくる希望を語っています。幻を

通して神のみわざを語る、いわゆる「黙示文学」の代表的な

書です。

ホセア書  紀元前 8世紀頃、アモスに少し遅れて北王国に現れた預
言者ホセアは、自分の失敗に終わった結婚生活の中から、あ

るいはそれに重ねて、神の憐れみを預言しました。

ヨエル書  ヨエルは南王国の預言者で、いなごの災害に事寄せて、
終末の主の日について語っています。

アモス書  紀元前 8世紀の半ばに出た預言者アモスによるもので、
預言文書としては最も古いものといわれます。社会の不義不

正に対する神の審判を宣告し、神の義を強調しています。

オバデヤ書  1日約聖書中最も短い書で、捕囚期に書かれました。エ

ドム人のおびやかしと、究極的な神による望みを語っていま

す。

∃ナ書  預言者ヨナが、異邦人の町ニネベに悔い改めを説くように
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遣わされた教訓的な物語で、福音書にもキリストの型を示す

ものとして引かれています。

ミカ書  紀元前 8世紀ホセアからイザヤの時代に活躍したミカによ
る不義に対する神の叱責と審判、民に対する約束と慰めの預

言です。

ナホム書  神の民をしいたげるニネベに対する審判と、神に信頼す
る民へ復興のよいおとずれが告げられます。紀元前 7世紀半

ばのこととされています。

ハバクク書  紀元前7世紀末から6世紀にかけての時代に、神の民の
罪に対して、神がカルデヤ人を起こして罰したもうが、やが

てそのカルデヤ人もその悪によって罰せられ、神の民に最終

的な救いが来ることが約束されています。

ゼファニア書  エレミヤの時代の前に活躍したと思われるゼファニ
ヤの書で、主の日が異邦人にとってだけでなく、ユダにとっ

ても、恐るべき災難の日であるけれども、少数の残りの者に

救いが約束されることが告げられます。

ハガイ書  捕囚後の紀元前 8世紀後半、ユダの復興について預言し
たハガイの書。

ゼカリヤ書  ハガイの少し後に現れ、神殿復興に力を尽くしたゼカ
リヤの預言で、柔和なメシアの姿を示しています。

マラキ  書捕囚後の民に、倫理的、宗教的な問題について戒め、主
の日の来ることを告げています。

新約聖書 (27巻 )

1.福音書  イエス・キリストの出来事を伝える書として、四つの福
音書があります。それぞれ著者と伝えられる人の名を冠して呼ばれて

います。マタイは使徒のひとり、マルコはエルサレムの若い弟子で、

パウロやペ トロの協力者でした。ルカはパウロの同労者であった医師

であり、ヨハネは主に愛された弟子とされます。しかし現在の福音書

は、それぞれ幾つかの資料をもととして書かれており、その書かれた

年代も、聖書に並べられた順序と一致はしません。それぞれに特徴が
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あり、用語も違うところがありますが、同じ主を指し示しています。

イエスの歴史的な伝記というのではなくて、信仰の目で見た主のおと

ずれの出来事を喜ばしい音信=福音として伝えています。

2.使徒言行録  主の復活の後、初代教会がどのように形成され、発
展して行ったかを、ルカがペ トロとパウロの働きを軸として述べてい

ます。

3.バウロの手紙  使徒言行録にも記されるように、パウロは教会
の迫害者からキリストの使徒へと変えられ、教会の働きに重要な役割

を果たしました。その働きの中で記した手紙は、主イエスによる救い

を証しし、新約聖書の中で最も古い文書に属 しています。

□―マの信徒への手紙  パウロが紀元56年 ごろコリント滞在中に、
ローマの信徒にあてて書いた手紙で、彼はローマを訪問する

ことを希望して、あらかじめ自分の信仰内容を順序だてて述
べています。そのため、信仰と信仰による生活の基本的な問

題が明らかにされています。

コリントの信徒への手紙 |,‖ .  ギリシャ南部の国際商港都市コリ
ントに、パウロは1年半ほど留まって伝道しましたが、その

後教会の中で信仰上、また道徳上のさまざまな問題が生じま

した。そのような問題の解決のために記したパウロの手紙。

ガラテヤの信徒への手紙  ガラテヤは、パウロが最初の伝道旅行で
教会を建設した地方です。パウロが去った後、ユダヤ主義的

な教えが入って来て、信仰があいまいにされました。それに

対してパウロが戦闘的な福音の主張と、教会に対する愛を込

めて書いた手紙。

エフェソの信徒への手紙  小アジアのエフェソを中心とする地方の
教会に、パウロが獄中から送った手紙。

フィリピの信徒への手紙  獄中のパウロに教会からの贈り物をたず
さえて来たエパフロディトを、フィリピに帰すにあたって記

した感謝の手紙。
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コロサイの信徒への手紙  パウロが獄中から小アジアの教会に書き
送った回状。誤った教えに対抗して、正しいキリスト信仰に

立つことを求めています。

テサロニケの信徒への手紙 |,‖ .  マケドニアの首都テサロニケに
伝道 した後の状況を知って、喜びと感謝のうちにパウロが書

いた手紙。主の来臨について述べられています。第一の手紙

は紀元50年頃書かれ、新約聖書の中で最も古い文書です。

テモテヘの手紙 |,‖ 。 エフェソ教会の指導者であり、パウロの弟
子であったテモテヘ、その職務のための手引きと偽りの教師

に対する警告を記した手紙。テトスヘの手紙と共に牧会書簡

ともよばれ、パウロより後の時代の事情をも反映していま

す。

テトスヘの手紙  教会の指導者及び会衆が、偽りの教えに惑わされ
ず、正しい信仰の生活を保つように、警告と戒めを書いた手

紙。

フィレモンヘの手紙  フィレモンのもとから逃亡した奴隷オネシモ
のために、パウロがフィレモンに送った執り成しの手紙。

4.ヘブライ人への手紙  パウロの手紙と考えられたこともありま
すが書いた人は明らかではありません。旧約聖書との関連で、イエ

ス。キリストが救い主であることを説いています。

5。 公同書簡  次の七つの手紙は、多くの教会にあてて書かれたも
のとして、公同書簡と古くからよばれてきました。その成立は 1世紀
の終わりから2世紀前半になると考えられています。

ヤコプの手紙  ユダヤ的伝統を重んじる発信者ヤコブによる一般の
教会のための教訓と勧告の手紙。

ベトロの手紙 |。  迫害の恐怖にさらされていた小アジアの教会に、
生ける望みをキリストにおいて持つように勧めた手紙。

ベトロの手紙 ‖.  誤った教えに対して警戒し、神の約束に信頼して
真の信仰に生きるように勧めています。
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∃ハネの手紙 l,‖ ,|‖ .  誤った教えを警戒し、忠実な信仰に生きる
ように勧め、信仰と愛を強調しています。古くから使徒ヨハ

ネの手紙といわれてきましたが、Ⅱ,Ⅲ は恐らくヨハネとよば

れた長老の手紙と考えられます。

ユダの手紙  ヤコブの兄弟ユダの手紙とされます。内容的にはペ ト
ロの手紙Ⅱと共通し、戒めと勧告を記しています。

6.∃ハネの黙示録  1日約のダニエル書などと同じく「黙示文学」と
よばれる文体で、幻や象徴で使信を伝えています。とくにキリストの

来臨による終末の勝利が告げられます。1世紀の終わりか 2世紀の初
め頃、迫害の中にあったキリス ト者たちを励ますために書かれまし

た。
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